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「⼩惑星りゅうぐうは真っ⿊な星」は⽯油無機成因論を想起させる 
 
⽯油は何から⽣まれたか？ 「有機成因論」か「無機成因論」かはここしばらく議論されて
きたところである。ロシアでははるか 100 年以上前より無機成因論が主流を占めた。私の
感覚としては、⽯炭は過去の植物起源（有機成因論）、⽯油は無機成因論である。 
 
⽯炭は地層に近いところから産出され、その中に植物組織の化⽯も認められる。⼀⽅、⽯油
中に植物由来の組織の痕跡は認められていない。また、過去の植物界から離れたはるか深部
より算出される。⽯油が化⽯燃料の⼀つと呼ばれるのは、その⽣成が有機成因説によるもの
と考えられたからだと思われる。 
 
Web には「⻄北油⽥の油井の深さがアジア記録を更新して 8450 メートルに ⼈⺠網⽇本
語版 2018 年 09 ⽉ 29 ⽇」という記事もある。掘削技術の進歩に伴い、採掘可能な深さ更
新されてくる。 
 
⼩惑星りゅうぐうは真っ⿊な天体であり、そこからこの
天体には多くの炭素が含まれているものと考えられて
いる。炭素は、⽣命の源をなすものであり、また、⽯油
や⽯炭の元となるものである。 
 
地球は多くの⼩さな天体（この⼩惑星りゅうぐうのよう
な）が寄り集まって⽣じたものである。その天体に含ま
れた炭素が現在に受け継がれ、⽣命に、⽯炭に、そして
⽯油にと変化した。原始地球においては、炭素は地球球
体の内部までを含む全体にわたって、広く分布していた
ものと考えられる。その炭素が各種の化学変化を受けて
今⽇の⽯炭や⽯油となった。 
 
⽯油の無機成因論としては、以下に⽰したような記述が
ある。論⽂には、⽯油ができる化学式が⽰されている。 
 
今回、はやぶさ２がサンプリングした⼩惑星物質の分析
により、まずは炭素がどのような形で存在しているのかに興味がもたれるところである。 



⽯油（Wikipedia） 
無機成因論 
⽯油「無機」由来説は、1870 年代、元素の周期律表で知られるロシアの化学者メンデレー
エフが唱えたのが始まりで、旧東側諸国では従来から定説とされていた学説である。 
天⽂物理学者であるゴールドの説く⽯油無機由来説は、「惑星が誕⽣する際には必ず⼤量の
炭化⽔素が含まれる」「炭化⽔素は地球の内核で放射線の作⽤により発⽣する」「この炭化⽔
素が惑星内部の⾼圧・⾼熱を受けて変質することで⽯油が⽣まれる」「炭化⽔素は岩⽯より
も軽いので地上を⽬指して浮上してくる」というものである。 
無機成因論の根拠としては「⽯油の分布が⽣物の分布と明らかに異なる」「化⽯燃料では考
えられないほどの超深度から原油がみつかる」「⽯油の組成が多くの地域でおおむね同⼀で
ある」「ヘリウム、ウラン、⽔銀、ガリウム、ゲルマニウムなど、⽣物起源では説明できな
い成分が含まれている」などが挙げられる。 
 
この無機由来説に基づけば、⼀度涸れた油井もしばらく放置すると、再び原油産出が可能と
なる現象を説明することができる。また超深度さえ掘削できれば、⽇本はもちろん世界中ど
こでも⽯油を採掘できる可能性があることになり、膨⼤な量の⽯油が消費されたとしても、
掘削技術の問題さえ解決されれば、⽯油が枯渇する危険性はほぼ皆無であるとされている。 
 
次の記事も参考となります。 
 
Web 私は何からできているのか？ 2017-07-18 
⽯油は化⽯燃料ではなくマグマ起源（無機起源説） 
 
 

 
 
 
 


